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英語は、コミュニケーションを図るための言語として世界で広く使われています。英語の学習はとても大変

で すが、苦手意識を持たず、日本語と英語の文の形や表現の相違点、また類似点に注意しなが

ら、いっしょに 楽しく勉強しましょ う。

研究内容・社会業績等

日本と大韓民国の中学校の英語教科書を中心に比較研究をしている。
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